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＜病棟連絡事項＞
・使用済みＣＳセットは本部洗濯場にて集配しますので、本部洗濯場に置いてください。

・安ヶ平Ｄｒがご逝去されました。9/11(日)火葬、通夜がありますので参加される方は感染対策をしてください。


＜入室状況＞
【入院】
・清水目　忠男様～東Ｃ4号室


＜患者様連絡事項＞
・藤井　孝蔵様～便秘7日目。GE60ml施行して硬便多量にあり。

・風穴　禮子様～便秘7日目。GE60ml施行して黄茶色水様便少量あり。便が下りてきて
ないため、下剤追加で対応していきます。
・小笠原　久年様～不穏時レボトミン10回分処方。

・安達　貴浩様～不調時ロラゼパム10回分処方。

・小豆畑　裕介様～ハップスター2Ｐ処方。

・下村　洋子様～血糖高値続いている為船場Ｄｒ診察しジャヌビア(50)1Ｔ　朝食後　7日分処方となる。



＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。迷惑行為著明である為、午前午後いずれも早めに開放観察終了する。隔離中は不潔行為や自傷行為無し。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・芦口　道則様～終日隔離中。臥床したままドア蹴りを繰り返す。スタッフへの粗暴的言動も顕著である。13:00不穏時リスパダール内用液(0.5)1P与薬。以降も不穏行動続いており主治医診察にて壁蹴り頻回で身体損傷のリスクある為終日隔離解除し身体拘束開始となる。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。10:00～14:00拘束解除し開放観察実施。開放中、特定の患者様の行動　に対して易怒的となりテーブルを叩いたり怒鳴る事があるが、介入にてトラブルには至らず経過。再拘束には拒否無く応じられ、拘束中は静穏に過ごす。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・板橋　ちよ様～体温37.4→37.3℃。血圧150～170/90～100㎜Hg。ぼんやりして発語とても乏しい。食事は咀嚼嚥下緩慢、1/2～数口摂取。

・風穴　禮子様～体温37.5→36.8℃、他バイタルサイン特変ない。食事は自発性みられ自立して各食1/3量摂取。


＜菅野Dr診察情報＞
・和田　昌様～過鎮静のため終日隔離解除し、明日より朝食後薬のレボトミン(50)1T除剤している。定期薬他同内容で処方。

・島脇　法依～臨時薬同内容で7日分処方。

・中居　敬悦様～定期薬同内容で7日分処方。GH入所を目指し作業療法参加するよう説明されている。

・下村　洋子様～臨時薬同内容で4日分処方。

[bookmark: _GoBack]・中村　和夫様～臨時薬同内容で7日分処方。退院希望聞かれアルコール依存症治療プログラム継続困難さ見られている。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和4年9月9日　13:10
　氏　　名：清水目　忠男（しみずめ　ただお）様
　生年月日：昭和27年9月22日　69歳
　病　　名：重度知的障害
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　障害者グループホーム「さくら」へ入居中。R1年頃より易怒
　的となる事が増え、R3年頃からは食欲が亢進し、冷蔵庫から
　凍ったままの食材を無断で取り出したり、畑になっている野
　菜食べる行動が見られていた。同年12月頃からは段ボールや
　ティッシュペーパー、綿、ゴミを拾って口に入れる等の異食
　が認められ、本人から目が離せない状態となる。物忘れや易怒
　性が見られるようになっていた。入院治療の希望あり。R4.1.4
　当院初診し症状の改善目的にて同日医療保護入院となる。
   入院後も異食行為や易怒性はあるが都度薬剤調整実施し、
  R4.5.9同施設へ退院となる。退院後も異食行為あり。R4.7月
  には布団の糸や壁紙、枕、電源コードなどを食べてしまうこと
  があり目が離せなくなっている。薬剤調整するが症状改善みら
  れず施設での対応困難となっており家族からも入院加療を希望
  された為R4.9月9日東病棟Cユニットへ医療保護入院となっている。

ＣＳ　Ｂ－②
買物3000円/月
緊急時　搬送

